
【取り組む際に生じた課題】
• 検疫のクリアと各種手続き
• 航空便の減便による輸送コストの増加
• 高品質、高糖度果実の確保

【ウェブサイト】 https://www.ja-kinosato.or.jp/

【対応の結果】
• 事務手続きをマニュアル化して、輸出関連文書作成の迅速化に努めた
• 五輪開催により安価な羽田発便が利用できず、前年よりコスト高となった
• 荷造り担当者を増員して検品体制を強化し、品質の高位平準化を図った

植物検疫条件への対応が難しい台湾向けに桃を輸出
ＪＡグループのネットワークを活かし、競争の激しい香港へ桃をはじめとした周年供給
シンガポールへ桃の高級商材を企画提案

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和２年度 868 9.6
6～11月令和元年度 391 1.4

平成30年度 490 2.5

梅、桃、柿

【主な品目】

香港、台湾、シンガポール、他

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 決済リスクを軽減した商流の構築
• 周年供給を見据えた取引先への営業活動を強化
• コロナ過を踏まえた日本産食材の需要調査

【生じた課題への対応】
• 輸出前の準備、行政との連携
• 安価な航空便の確保
• 生育状況の確認及び荷造り体制の整備

【連絡先】 担当者名：井谷、ＴＥＬ：0736-73-7500

和歌山県 紀の里農業協同組合
『梅、桃、柿を香港、台湾、シンガポール、他へ』

青果物

シンガポール輸出向け
桃の桐箱（10玉）

シンガポールの日本食レ
ストランとタイアップ
和歌山フェアを実施した
際のリーフレット


